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１　

角
館
の
名
士
・
ダ
ン
デ
ィ
・
武
藤
鉄
城

　

武
藤
鉄
城
（
一
八
九
六
―
一
九
五
六
）。
む
と
う
・
て
つ
じ
ょ
う
と
読
む
。

本
名
で
あ
る
。
知
人
は
鉄
城
を
「
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
の
よ
き
コ
レ

ク
タ
ー
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
記
録
者
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中

央
学
会
へ
の
提
供
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
地
方
の
民
俗
学
徒
と
し
て
の
一

つ
の
典
型
」［
富
木
一
九
六
二
］、「
帽
子
、
服
、
ネ
ク
タ
イ
は
言
う
に
及
ば

ず
、
ほ
と
ん
ど
外
国
製
の
も
の
で
身
を
固
め
て
い
た
」「
慶
応
ボ
ー
イ
の
ダ

ン
デ
ィ
」[

太
田
一
九
七
五
］
と
振
り
返
る
。

　

民
俗
学
史
上
で
は
鉄
城
は
、
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
へ
の
資
料
提
供

者
、
特
に
マ
タ
ギ
資
料
の
報
告
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
没
後
に
刊
行
さ
れ

た
『
秋
田
マ
タ
ギ
聞
書
』［
武
藤
一
九
六
四
］
の
著
者
と
し
て
、
も
し
く

は
高
橋
文
太
郎
『
秋
田
マ
タ
ギ
資
料
』［
高
橋
一
九
三
七
］
の
共
同
採
訪

者
と
し
て
、
ま
た
は
『
羽
後
角
館
地
方
に
於
け
る
鳥
獣
草
木
の
民
俗
学

的
資
料
』［
武
藤
一
九
三
五
］『
秋
田
郡
邑
魚
譚
』［
武
藤
一
九
四
〇
］
を

報
告
し
た
秋
田
県
在
住
の
民
俗
研
究
者
と
し
て
想
起
さ
れ
る
。
口
承
文

芸
研
究
者
に
と
っ
て
の
鉄
城
は
、
佐
々
木
喜
善
『
聴
耳
草
紙
』［
佐
々
木

一
九
三
一
］
へ
の
資
料
提
供
者
、
も
し
く
は
『
旅
と
伝
説
』
誌
上
に
「
羽

後
角
館
地
方
昔
話
集
」［
武
藤
一
九
四
一
ｂ
］
と
い
う
卓
越
し
た
量
の
昔

話
を
報
告
し
た
精
力
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
思
い
出
さ
れ
る

存
在
だ
ろ
う
。
だ
が
、
鉄
城
が
そ
の
昔
話
集
で
独
自
の
分
類
法
を
提
唱
し

て
い
た
こ
と
は
、
研
究
史
上
に
特
筆
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、『
日
本
大
百
科
全
書
』（
小
学
館
）
や
『
日
本
人
名
大
辞
典
』

（
講
談
社
）
掲
載
の
「
武
藤
鉄
城
」
の
項

（
１
）で

は
、
魚
形
線
刻
石
や
環
状
列

石
発
掘
の
考
古
学
調
査
、
マ
タ
ギ
習
俗
や
昔
話
等
の
民
俗
研
究
、
ス
キ
ー

や
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
指
導
等
の
多
岐
に
わ
た
る
功
績
が
挙
げ
ら
れ
、
県
文

化
財
専
門
委
員
、
県
文
化
功
労
章
、
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
と
い
っ
た
職
歴
・

受
章
歴
が
強
調
さ
れ
る
。
鉄
城
が
活
躍
し
た
角
館
町
が
合
併
し
仙
北
市
と

な
っ
た
際
、
角
館
の
新
潮
社
記
念
文
学
館
が
行
な
っ
た
仙
北
市
誕
生
企
画

展
は
「
武
藤
鉄
城
の
世
界
」
で
あ
っ
た（

２
）。

秋
田
に
お
い
て
、
ま
た
角
館
に

お
い
て
、
鉄
城
は
現
在
で
も
多
方
面
で
重
要
な
先
達
の
一
人
で
あ
る
。

声
の
〈
向
こ
う
側
〉
か
ら
昔
話
を
分
類
す
る

―
武
藤
鉄
城
「
羽
後
角
館
地
方
昔
話
集
」
の
方
法
―

飯 

倉
　
義 

之

〈声〉の採集者列伝
聞き手たちの時代

 武藤 鉄城
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こ
う
し
た
鉄
城
の
多
彩
な
活
躍
は
、
秋
田
文
化
出
版
社
か
ら
刊
行
予
定

だ
っ
た
『
武
藤
鉄
城
著
作
集
』（
全
八
巻
・
別
巻
一
）
に
も
見
て
取
れ
る
。

同
集
の
刊
行
は
第
一
巻
［
武
藤
一
九
八
四（

３
）］

を
も
っ
て
中
絶
し
た
が
、
同

社
の
「
出
版
案
内
」
等
か
ら
刊
行
計
画
は
確
認
で
き
る
。
同
集
は
以
下
の

内
容
を
予
定
し
て
い
た
よ
う
だ
。

①
鳥
の
民
俗
・
木
の
民
俗
／
②
草
の
民
俗
・
虫
の
民
俗
／
③
秋
田
の
マ

タ
ギ
／
④
雪
と
民
俗
／
⑤
笹
良
舞
考
／
⑥
考
古
異
観
／
⑦
秋
田
農
民
一

揆
史
／
⑧
ス
キ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
・
ホ
ッ
ケ
ー
創
生
史
／
別
巻　

武
藤
鉄

城
研
究

同
集
予
告
に
「
全
巻
予
約
者
に
復
刻
『
秋
田
キ
リ
シ
タ
ン
史
』
進
呈
」
と

あ
る
た
め
、
実
質
全
十
巻
の
刊
行
計
画
で
あ
っ
た
。
民
俗
・
考
古
・
中
近

世
史
・
ス
ポ
ー
ツ
と
、
鉄
城
の
功
績
を
満
遍
な
く
カ
バ
ー
し
た
巻
立
て
で

あ
る
。
鉄
城
の
昔
話
採
集
に
一
巻
を
割
い
て
い
な
い
の
は
、
未
刊
論
文
・

草
稿
の
発
掘
に
主
眼
を
置
く
編
集
方
針
か
ら
、
昔
話
に
つ
い
て
は
『
全
国

昔
話
資
料
集
成
12　

角
館
昔
話
集
』［
武
藤
一
九
七
五
］
に
譲
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
著
作
集
の
刊
行
中
絶
後
、
別
巻
に
当
た
る
稲
雄
次
『
武
藤
鉄

城
研
究
』［
稲
一
九
九
三
］の
み
単
著
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
鉄
城
の
年
譜
、

著
作
に
つ
い
て
は
同
書
が
最
も
精
緻
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
稲
の
同
書
に
依
り
つ
つ
も
、
前
掲
の
富
木
友
治
や
太
田
雄
治

の
回
想
や
、
冨
木
耐
一
「
解
説
」［
冨
木
一
九
八
四
］
を
参
考
に
鉄
城
の

学
問
形
成
の
後
を
辿
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
鉄
城
の
構
想
し
た
「
新
た

な
る
分
類
法
」
の
意
義
を
確
認
し
た
い
。

２　

武
藤
鉄
城
の
学
問
形
成

　

武
藤
鉄
城
の
経
歴
は
紆
余
曲
折
に
満
ち
て
い
る
。
鉄
城
は
一
八
九
六
年

四
月
二
〇
日
、
秋
田
県
河
辺
郡
豊
岩
村
（
現
・
秋
田
市
豊
岩
）
に
、
地
主

で
素
封
家
の
武
藤
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
鉄
城
は
「
テ
ツ
シ
ロ
ウ
」

の
意
味
も
こ
め
て
の
命
名
と
い
う
。

　

県
立
秋
田
中
学
校
時
代
に
長
兄
・
一
郎
（
の
ち
豊
岩
村
長
）
の
影
響
で

考
古
学
に
興
味
を
持
ち
、
土
器
の
発
掘
等
を
行
な
っ
て
い
る
。
一
九
一
四

年
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
に
入
学
。
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
鉄
城
は
慶
應
時
代
、

ホ
ッ
ケ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
・
ス
キ
ー
に
熱
中
し
た
。
一
九
一
八
年
、
同
大
本

科
を
退
学
。
し
か
し
東
京
遊
学
は
一
九
二
〇
年
の
帰
郷
ま
で
続
行
さ
れ
る
。

　

一
九
二
二
年
、
羽
後
銀
行
に
入
行
、
教
員
で
あ
る
ヒ
デ
と
結
婚
。
こ
の

こ
ろ
、
長
兄
と
と
も
に
東
京
人
類
学
会
に
入
会
し
て
い
る
。
翌
年
、
秋
田

運
動
倶
楽
部
を
結
成
、
県
内
ラ
グ
ビ
ー
大
会
開
催
に
尽
力
。
同
時
期
に
仙

北
郡
の
ス
キ
ー
倶
楽
部
に
指
導
者
と
し
て
出
向
い
て
い
る
。
一
九
二
五
年
、

銀
行
を
退
職
し
鉄
城
運
動
具
店
を
開
店
す
る
も
、
借
入
金
の
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
二
ヶ
月
で
閉
店
と
な
る
。
翌
年
、
ス
キ
ー
倶
楽
部
の
縁
で
、
第
二
の
故

郷
と
な
る
角
館
町
（
現
・
仙
北
市
）
に
移
住
、
角
館
尋
常
高
等
小
学
校
の

代
用
教
員
と
な
る
。
鉄
城
は
生
徒
に
昔
話
を
集
め
さ
せ（

４
）、

結
成
し
た
角
館

史
考
会
で
は
古
文
書
調
査
に
熱
中
し
た
。

　

一
九
二
八
年
は
秋
田
県
の
民
俗
学
出
発
の
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

年
、
県
内
二
個
所
で
「
菅
江
真
澄
百
年
祭
」
が
営
ま
れ
た
。
真
澄
活
躍
の
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地
・
秋
田
市
で
は
柳
田
國
男
の
講
演
が
行
わ
れ
、
真
澄
終
焉
の
地
・
角
館

に
は
喜
田
貞
吉
が
講
演
に
訪
れ
た
。
鉄
城
は
翌
年
、
喜
田
に
招
か
れ
て
東

北
帝
国
大
学
の
奥
羽
史
料
調
査
部
嘱
託
と
な
り
、
仙
台
に
単
身
移
住
。
当

時
、
同
調
査
部
は
雑
誌
『
東
北
文
化
研
究
』
を
刊
行
す
る
な
ど
、
東
北
地

方
に
お
け
る
考
古
学
・
人
類
学
研
究
の
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

仙
台
時
代
に
佐
々
木
喜
善
と
結
ん
だ
親
交
が
、『
聴
耳
草
紙
』
へ
の
昔
話

資
料
の
提
供
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
。

　

一
九
三
〇
年
、
帰
角
。
角
館
高
等
女
学
校
の
課
外
活
動
指
導
者
と
な
る

も
実
質
無
職
の
鉄
城
は
、
民
俗
採
集
に
熱
意
を
注
ぐ
。
鉄
城
の
名
は
こ

の
頃
よ
り
『
郷
土
研
究
』『
旅
と
伝
説
』
に
現
れ
始
め
る
。
そ
の
一
方
で
、

家
計
は
妻
の
教
職
の
俸
給
の
み
の
切
迫
し
た
状
態
に
あ
っ
た
。
一
九
三
一

年
、『
聴
耳
草
紙
』
に
自
身
が
報
告
し
た
昔
話
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

そ
ん
な
鉄
城
の
励
み
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
同
年
、
草
稿
『
角
館
昔
話
集
』

一
巻
が
成
稿
。
一
九
三
二
年
に
鉄
城
は
渋
沢
敬
三
の
知
遇
を
得
る
。
翌
年
、

翌
々
年
と
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
同
人
の
採
訪
旅
行
に
同
道
し
、
早
川

孝
太
郎
、
高
橋
文
太
郎
ら
と
親
交
を
深
め
た
。

　

一
九
三
四
年
十
二
月
、『
旅
と
伝
説
』
七
巻
十
二
号
の
昔
話
特
集
に
鉄

城
の
「
角
館
地
方
昔
話
四
話
」
も
掲
載
さ
れ
た
。
同
年
に
草
稿
『
角
館
昔

話
集
』
全
四
巻
が
成
稿
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
鉄
城
は
、
角
館
で
の
昔

話
採
集
の
完
成
を
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

一
九
三
五
年
、『
羽
後
角
館
地
方
に
於
け
る
鳥
獣
草
木
の
民
俗
学
的
資

料
』
の
刊
行
と
前
後
し
て
鉄
城
は
、ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に
草
稿
『
角

館
昔
話
集
』
を
送
る
。
四
巻
で
五
百
余
話
の
昔
話
が
収
録
さ
れ
て
い
た
こ

の
草
稿
は
、
し
か
し
柳
田
國
男
が
疑
義
を
呈
し
た
こ
と
か
ら
没
と
な
っ
て

し
ま
う
。
特
に
年
若
い
太
田
雄
治
が
一
人
で
百
話
近
く
の
話
者
と
な
り
、

そ
の
中
に
芝
居
や
創
作
の
影
響
を
受
け
た
語
り
が
あ
る
こ
と
に
柳
田
は
疑

い
を
抱
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
柳
田
の
ま
な
ざ
し
は
鉄
城
に
も
強
く
堪
え
た

ら
し
い
。
六
年
後
に
『
旅
と
伝
説
』
誌
上
に
活
字
化
さ
れ
る
「
昔
話
の
終

り
」
及
び
「
羽
後
角
館
地
方
昔
話
集
」（
一
）（
二
）［
武
藤
一
九
四
一
ａ
ｂ
］

で
は
、
太
田
の
報
告
は
注
意
深
く
削
ら
れ
て
い
る（

５
）。

　

一
九
三
八
年
、
鉄
城
は
朝
日
新
聞
の
地
方
通
信
員
に
、
次
い
で
角
館
時

報
社
の
記
者
と
な
る
。長
い
無
職
時
代
の
終
焉
で
あ
る
。一
九
四
〇
年
、『
秋

田
郡
邑
魚
譚
』
刊
行
。
そ
う
し
て
一
九
四
一
年
、
百
九
十
一
話
に
再
編
集

さ
れ
て
い
た
角
館
昔
話
集
草
稿
は
、『
旅
と
伝
説
』
十
四
巻
五
号
・
六
号
「
羽

後
角
館
地
方
昔
話
集
」（
一
）（
二
）［
武
藤　

一
九
四
一
ｂ
］
と
し
て
日

の
目
を
見
る

（
６
）。

こ
の
二
編
の
公
刊
で
鉄
城
の
昔
話
研
究
は
幕
を
閉
じ
る
。

　

一
九
四
五
年
、
敗
戦
後
、
鉄
城
は
角
館
中
学
校
講
師
と
な
る
も
翌
年
退

職
、
角
館
時
報
社
社
長
と
し
て
活
躍
す
る
。
一
九
五
一
年
、
秋
田
県
文
化

財
専
門
委
員
に
。
環
状
列
石
発
掘
へ
の
参
加
な
ど
、
考
古
学
調
査
が
鉄
城

の
戦
後
の
主
要
な
功
績
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
八
月
二
〇
日
、
没
。
胃
癌

で
あ
っ
た
が
、
本
人
は
熊
の
肉
に
当
た
っ
た
と
信
じ
て
い
た
。

　

野
村
純
一
は
こ
う
し
た
鉄
城
の
学
問
上
の
性
癖
を
以
下
の
よ
う
に
概
括

し
て
い
る
。

　

い
っ
た
い
に
、
角
館
在
住
の
鉄
城
が
そ
の
土
地
に
根
差
し
て
、
考
古
、

地
方
史
、
民
俗
と
い
っ
た
よ
う
に
幅
の
あ
る
活
躍
を
示
し
、
多
く
の
業
績

を
残
し
た
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
て
鉄
城
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の
仕
事
振
り
は
、あ
る
時
期
に
擢
ん
出
て
特
定
の
分
野
に
精
力
を
集
中
し
、

一
時
を
経
る
と
や
が
て
他
に
興
味
を
移
す
、と
い
う
特
異
な
趣
に
あ
っ
た
。

［
野
村
一
九
七
五
］

　

当
を
得
た
解
釈
と
い
え
る
。
鉄
城
の
昔
話
採
集
は
、
代
用
教
員
時
代
か

ら
角
館
昔
話
集
草
稿
完
成
ま
で
の
約
十
年
に
集
中
し
て
い
る
。
鉄
城
の
活

動
を
振
り
返
る
と
、
大
正
後
期
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活
動
、
昭
和
初
年
か
ら

の
昔
話
採
集
、
ア
チ
ッ
ク
同
人
と
の
出
会
い
以
降
の
マ
タ
ギ
習
俗
調
査
、

戦
後
の
遺
跡
発
掘
と
、
十
年
ほ
ど
の
幅
で
興
味
の
軸
を
移
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に
送
ら
れ
た
昔
話
集
が
鉄
城
自
身

の
手
に
よ
っ
て
改
編
さ
れ
、
草
稿
も
現
存
し
な
い
以
上
、「
羽
後
角
館
地

方
昔
話
集
」（
一
）（
二
）［
武
藤
一
九
四
一
ｂ
］
を
鉄
城
の
昔
話
研
究
の

到
達
点
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
鉄
城
は
角
館
の
昔
話
を
ど
の
よ
う
に
見
よ

う
と
し
て
い
た
の
か
。

３　

昔
話
の
「
別
の
分
類
法
」

　

鉄
城
の
「
羽
後
角
館
地
方
昔
話
集
」（
一
）（
二
）［
武
藤
一
九
四
一
ｂ
］

は
、（
一
）
百
話
、（
二
）
八
十
四
話
、
計
百
八
十
四
話
の
昔
話
を
収
録
す
る
。

い
ず
れ
も
語
り
口
は
共
通
語
に
直
さ
れ
、
民
俗
語
彙
や
方
言
を
活
か
し
た

記
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
録
音
技
術
を
用
い
な
い
当
時

に
あ
っ
て
は
標
準
的
な
昔
話
の
資
料
報
告
で
あ
る（

７
）。

鉄
城
の
「
声
の
採
集
」

の
独
自
性
は
、
採
集
法
や
記
述
法
に
で
は
な
く
そ
の
分
類
に
あ
っ
た
。

　

鉄
城
は
序
文
で
自
ら
の
分
類
法
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
少
し
長
い

が
、
全
文
を
引
用
し
よ
う
。

　

私
は
此
の
昔
話
集
で
、
從
來
人
々
に
依
つ
て
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
も
の

と
は
別
の
分
類
法
を
行
つ
た
。
即
ち
話
の
主
人
公
に
依
つ
て
、
和
尚
譚
、

小
僧
譚
、
継
子
譚
等
に
區
別
し
た
り
す
る
も
の
と
は
相
違
し
て
、
そ
の

話
が
何
を
語
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
か
、
と
謂
ふ
、
そ
の
内
容
目
的
に
重
き

を
置
い
て
分
類
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

　

隨
つ
て
、
從
來
單
に
笑
話
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
ゐ
た
馬
鹿
婿
馬
鹿

嫁
の
話
で
も
、『
そ
う
い
ふ
馬
鹿
な
眞
似
は
す
る
も
の
で
な
い
ぞ
』
と

い
ふ
教
訓
の
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
取
扱
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
然
し
、

又
中
に
は
ど
ち
ら
に
も
入
る
と
い
ふ
性
質
の
も
の
も
少
く
な
い
。
そ
う

し
た
も
の
は
勿
論
、
色
彩
が
濃
く
、
そ
し
て
秤
量
の
重
い
方
へ
屬
せ
し

め
た
こ
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　

話
者
は
聽
手
か
ら
特
別
註
文
の
な
い
限
り
、
語
ら
ん
と
す
る
時
「
笑

は
し
て
や
ら
う
」
と
か
、「
怖
は
が
ら
し
て
や
ら
う
」
と
か
或
は
、「
又

教
訓
を
與
へ
て
や
ら
う
」
と
か
の
心
構
え
が
刹
那
的
に
も
あ
る
筈
で
あ

る
。
私
は
そ
の
點
を
覗
つ
た
の
で
あ
る
。

　

然
し
假
令
語
り
手
が
、
そ
う
し
た
意
識
な
く
口
か
ら
出
ま
か
せ
に
語

つ
た
と
し
て
も
よ
い
。
私
達
は
そ
れ
が
聽
手
に
ど
う
響
く
か
を
觀
察
し
、

そ
れ
を
そ
の
話
の
内
容
目
的
と
し
て
も
不
可
で
は
な
い
と
思
ふ
。

　

と
に
か
く
私
は
、
そ
の
話
が
何
を
語
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
か
の
目
的
探

索
に
努
め
て
、
こ
の
分
類
を
行
つ
て
み
た
の
で
あ
る
。

［
武
藤
一
九
四
一
ｂ
］

　
「
從
來
」の「
話
の
主
人
公
に
依
」る
方
法
を
退
け
て
鉄
城
が
採
っ
た「
内
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容
目
的
に
重
き
を
置
い
」
た
分
類
と
は
、「
○
教
訓
話
」「
○
出
世
話
」「
○

報
恩
話
」「
○
笑
話
」「
○
説
明
話
」「
○
怪
異
話
」「
○
話
の
終
］
の
七
項

目
に
昔
話
を
登
録
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。

　
『
日
本
昔
話
大
成
』［
関
ほ
か
一
九
七
八
～
八
〇
］
の
分
類
項
目
と
比
較

し
て
、
鉄
城
の
分
類
を
整
理
し
て
み
よ
う
。「
○
教
訓
話
」
は
教
訓
を
伝

え
る
意
義
を
含
ん
だ
昔
話
で
、「
動
物
競
争
」
や
「
隣
の
爺
」「
愚
か
聟
」「
愚

か
嫁
」
を
中
心
に
「
だ
か
ら
、あ
ん
ま
り
欲
張
る
も
ん
で
な
い
と
。
な
あ
。」

と
い
っ
た
結
語
を
も
つ
話
を
収
め
る
。「
○
出
世
話
」
は
主
人
公
が
福
徳

を
得
て
終
わ
る
話
で
、「
運
命
と
致
富
」
や
「
呪
宝
譚
」「
難
題
聟
」
が
多
い
。

「
○
報
恩
話
」
は
「
動
物
報
恩
」
と
「
異
類
女
房
」
を
中
心
に
、一
七
六
「
奈

良
梨
採
り
」
の
よ
う
な
親
孝
行
が
語
ら
れ
る
昔
話
を
収
め
る
。「
○
笑
話
」

に
は
愚
か
聟
・
愚
か
嫁
以
外
の
笑
話
が
、「
○
説
明
話
」
に
は
「
小
鳥
前
生
」

等
の
動
物
昔
話
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
○
怪
異
話
」に
は「
人
と
狐
」

「
愚
か
な
動
物
」「
逃
竄
譚
」
と
「
異
類
聟
」
に
対
応
す
る
。「
○
話
の
終
」

は
「
形
式
譚
」
で
あ
る
。

　

こ
の
「
話
の
内
容
目
的
」
に
よ
る
分
類
は
、話
が
「
聽
手
に
ど
う
響
く
か
」

を
主
眼
に
昔
話
を
分
類
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。『
日
本
昔
話
大
成
』
や
『
日

本
昔
話
名
彙
』［
柳
田
一
九
四
八
］
等
の
「
話

タ
イ
プ
・
イ
ン
デ
ク
ス

型
索
引
」
が
、
全
国
（
あ

る
い
は
国
外
ま
で
）
を
俯
瞰
す
る
昔
話
の
分
布
を
地
図
上
に
表
わ
し
、
そ

の
偏
差
を
分
析
し
て
ゆ
く
と
い
う
歴
史
地
理
学
的
方
法
に
基
づ
い
た
分
類

で
あ
る
に
対
し
、
鉄
城
の
分
類
は
角
館
と
い
う
地
域
の
内
部
で
、
昔
話
が

語
り
手
と
聴
き
手
の
間
で
い
か
な
る
位
相
に
あ
る
の
か
（
怖
が
ら
せ
る
話
・

楽
し
ま
せ
る
話
・
教
訓
話
・
説
明
話
…
…
）
に
注
目
し
た
、
語
り
の
〈
場
〉

に
お
け
る
「
声
」、
昔
話
を
聴
く
「
耳
」・
感
じ
る
「
身
体
」
に
基
づ
い
た

分
類
と
い
え
る
。

　

こ
こ
に
は
鉄
城
の
昔
話
観
が
強
く
反
映
し
て
い
る
。
鉄
城
は
民
間
説
話

を
、
民
俗
事
象
か
ら
独
立
し
て
記
述
し
う
る
言
語
芸
術
と
は
考
え
て
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
鉄
城
は『
武
藤
鉄
城
著
作
集
Ⅰ　

鳥
・
木
の
民
俗
』

の
「
ウ
グ
イ
ス
」
の
項
目
で
昔
話
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

《
ホ
ケ
チ
ョ
鳥
コ
》

　

ホ
ー
ホ
ケ
チ
ョ
の
鳴
音
を
短
縮
し
て
の
、
ホ
ケ
チ
ョ
鳥
コ
で
あ
る
。

（
…
…
中
略
。
鶯
の
小
鳥
前
生
譚
、「
鶯
言
葉
」
の
笑
話
を
紹
介
…
…
）

そ
れ
か
ら
又
、
鶯
は
常
に
人
間
と
親
密
な
の
で
、
人
間
の
気
付
か
ぬ
こ

と
を
、
警
告
し
た
り
す
る
。

　

瓜
子
姫
を
殺
し
、
そ
の
面
の
皮
を
剥
い
で
姫
に
化
け
た
ア
マ
ノ
ジ
ャ

ク
が
駕
籠
へ
乗
ろ
う
と
し
た
時
、
鶯
が
、

　
　
「
瓜
子
姫
の
乗
り
駕
籠
さ　

ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
乗
っ
て
行
っ
た　

ホ
ー
ホ
ケ
チ
ョ
」

と
告
げ
た
と
語
る
昔
話
も
そ
れ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
仲
で
あ
る
の
で
、

昔
か
ら
、
鶯
を
捕
る
と
そ
の
家
の
人
が
そ
の
年
の
う
ち
死
ぬ
と
か
、
稲

も
不
作
に
な
る
と
か
戒
め
ら
れ
保
護
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

雪
国
で
は
、
こ
の
鳥
が
鳴
く
と
、
氷
餅
を
食
べ
て
も
よ
い
な
ど
と
い

う
。
今
日
の
よ
う
な
お
菓
子
の
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
氷
餅
は
上
等
の

菓
子
で
あ
っ
た
故
、
子
供
達
に
無
闇
に
食
わ
れ
な
い
よ
う
に
制
限
を
設

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
地
方
で
は
雪
消
え
て
間
も
な
く
咲

く
、
白
と
薄
紫
の
花
を
「
ホ
ケ
チ
ョ
の
花
」
と
い
っ
て
い
る
。
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待
望
の
早
春
に
鳴
く
鳥
と
、
そ
の
頃
咲
く
花
と
関
連
を
持
つ
こ
と
、

も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。［
武
藤
一
九
八
四
］

　

鶯
と
人
間
の
親
密
な
関
わ
り
の
顕
在
化
が
昔
話
「
瓜
子
姫
」
で
あ
り
、

そ
の
昔
話
の
鶯
と
、
俗
信
の
鶯
や
民
間
暦
に
現
れ
た
鶯
を
切
り
離
し
て
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
鉄
城
は
見
る
。
鉄
城
の
こ
う
し
た
ま
な
ざ
し

か
ら
の
昔
話
分
類
は
、
全
国
を
一
冊
の
書
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
も
う

と
す
る
「
話
型
分
類
」
か
ら
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
、
生
活
の
中
で
の
昔

話
の
あ
り
よ
う
、
角
館
と
い
う
文
脈
に
お
け
る
昔
話
の
動
態
を
把
握
し
得

る
、
在
地
の
ま
な
ざ
し
か
ら
の
昔
話
分
類
に
も
な
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。

　

鉄
城
の
方
法
は
、
語
り
手
の
持
つ
昔
話
へ
の
思
い
入
れ
や
、
語
り
手
に

よ
る
昔
話
の
演
出
と
い
う
観
点
か
ら
は
語
り
手
論
に
、
昔
話
を
「
誰
が
・

い
つ
・
ど
の
よ
う
に
」
聴
く
の
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
は
聴
き
手
論
に
、

語
り
を
〈
場
〉
の
問
題
と
し
て
聞
く
と
い
う
方
法
か
ら
は
昔
話
の
動
態
的

分
析
へ
と
通
じ
る
経
路
を
も
取
り
得
た
は
ず
だ
。
し
か
し
鉄
城
の
昔
話
研

究
は
そ
う
し
た
結
実
を
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
の
分
類
も
忘
れ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
目
に
余
る
分
類
の
不
完
全
が
あ
る
。
例
え
ば
、

継
子
が
出
世
し
な
い
型
の
「
継
子
譚
」
は
、
こ
の
分
類
の
ど
こ
に
収
め
て

い
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
「
○
説
明
話
」
の
「
お
寺
の
高
燈
籠
と

篝
火
」
は
『
日
本
昔
話
大
成
』
四
六
四
「
鴨
取
権
兵
衛
」
に
対
応
す
る
話

だ
が
、
最
後
が
い
か
に
「
小
僧
た
ち
が
ぶ
つ
け
た
頭
か
ら
出
た
火
が
お
寺

の
高
燈
籠
と
篝
火
の
始
ま
り
」
と
事
物
起
源
に
な
っ
て
い
よ
う
と
も
、
こ

の
よ
う
な
「
説
明
」
を
真
に
受
け
る
者
は
、
子
ど
も
に
も
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
「
そ
ん
な
ば
か
な
」
と
い
う
笑
い
を
喚
起
す
る
た
め
の
「
偽
／
戯
・

説
明
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
も
こ
れ
は
や
は
り
「
○
笑
話
」
と
す
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　

他
に
も
「
○
教
訓
話
」
に
収
め
ら
れ
た
「
六
十
二
の
祝
」
と
「
○
報
恩
話
」

に
排
さ
れ
た
「
親
捨
山
」
が
ほ
ぼ
同
一
の
話
で
あ
る
な
ど
、「
ど
ち
ら
に

も
入
る
と
い
ふ
性
質
の
も
の
」
は
「
勿
論
、
色
彩
が
濃
く
、
そ
し
て
秤
量

の
重
い
方
へ
屬
せ
し
め
た
」
と
述
べ
る
こ
の
分
類
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た

不
徹
底
が
あ
ち
こ
ち
で
な
さ
れ
て
い
る
の
は
致
命
的
だ
。
さ
ら
に「
六
十
二

の
祝
」
は
題
名
の
通
り
六
十
二
歳
の
祝
い
の
「
○
説
明
話
」
に
も
な
っ
て

い
る
な
ど
、
分
類
の
陥
穽
は
否
め
な
い
。

　

こ
の
点
を
野
村
純
一
は
『
柳
田
國
男
未
採
択
昔
話
聚
稿
』
の
「
註
解
ノ
ー

ト　

武
藤
鉄
城
」
の
項
で
厳
し
く
指
摘
す
る
。

さ
き
の
太
田
雄
治
の
一
文
［
飯
倉
註
・［
太
田
一
九
七
五
］
を
指
す
］
を

引
く
ま
で
も
な
く
、
武
藤
は
久
し
く
そ
の
郷
里
に
あ
っ
て
、
し
か
も
あ

る
時
期
に
は
集
中
し
て
昔
話
研
究
に
没
頭
し
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
く
旧

「
羽
後
角
館
地
方
昔
話
集
」
に
お
け
る
独
自
の
「
分
類
法
」
は
、
そ
の
意

味
で
は
鉄
城
自
身
の
在
地
の
思
想
を
問
う
方
法
で
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

「
分
類
」
と
は
「
分
類
」
そ
の
も
の
が
学
問
へ
の
方
法
で
あ
っ
て
、
目

的
の
無
い
分
類
は
分
類
と
し
て
価
し
な
い
。
何
故
な
ら
ば
「
分
類
」
と

は
、
そ
も
そ
も
が
そ
こ
で
の
研
究
を
体
系
付
け
る
が
た
め
の
方
法
で
あ

り
、
か
つ
作
業
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
哲
理
で
あ
る
と
理
解

し
て
よ
い
。
そ
れ
か
ら
し
て
こ
の
と
き
、武
藤
鉄
城
提
案
の
「
分
類
」
が
、

こ
う
し
た
思
念
の
下
に
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、そ
れ
は
彼
が
単
に
「
提
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案
の
た
め
の
提
案
」
を
試
み
た
に
過
ぎ
ず
、
研
究
者
と
し
て
は
当
然
、

自
己
破
滅
、
も
し
く
は
自
己
崩
壊
を
遂
げ
た
と
し
か
評
価
さ
れ
ま
い
。

［
野
村
二
〇
〇
二
］

　
「
旦
那
芸
の
甘
さ
」
と
言
っ
た
ら
言
葉
が
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。
当
時
に

あ
っ
て
斬
新
で
柔
軟
な
着
眼
点
を
持
っ
て
い
た
鉄
城
の
分
類
は
、
本
来
、

分
類
と
い
う
作
業
仮
説
が
根
底
に
持
つ
べ
き
体
系
を
築
き
え
ぬ
ま
ま
の
、

直
覚
的
な
思
考
に
よ
る
印
象
批
評
に
留
ま
っ
て
し
ま
い
、
鉄
城
の
興
味
も

い
つ
し
か
他
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
が
強
い
。

　

一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
鉄
城
の
分
類
は
失
敗
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し

か
し
失
敗
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
。
鉄
城
の
試
み
た
「
話
型
に
よ
ら

な
い
昔
話
分
類
」
に
は
、
口
承
文
芸
研
究
を
新
た
な
段
階
へ
と
開
く
未
知

数
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
、
は
ず
だ
。

注（
１
）	

両
辞
典
と
も
「Japan	Know
ledge

」(http://w
w
w
.japanknow

ledge.
com

/

）
掲
載
の
増
補
版
に
よ
っ
た
。

（
２
）	

二
〇
〇
五
年
九
月
十
七
日
～
十
二
月
二
十
三
日
。
同
館
は
角
館
出

身
で
新
潮
社
創
設
者
の
佐
藤
義
亮
の
記
念
館
で
あ
る
。

（
３
）	『
武
藤
鉄
城
著
作
集
Ⅰ　

鳥
・
木
の
民
俗
』［
武
藤
一
九
八
四
］
は
、

『
羽
後
角
館
地
方
に
於
け
る
鳥
獣
草
木
の
民
俗
学
的
資
料
』
の
増
訂

版
と
し
て
計
画
さ
れ
た
『
自
然
と
伝
承
』
全
四
巻
の
う
ち
、
刊
行

さ
れ
た
「
鳥
の
巻
」（
日
新
書
院
、
一
九
四
三
）
と
草
稿
「
木
の
巻
」

を
収
録
し
て
い
る
。

（
４
）	

こ
う
し
た
、
学
校
と
い
う
〈
場
〉
を
通
し
て
「
声
」
を
採
集
す
る

実
践
の
第
一
人
者
と
し
て
、
鈴
木
棠
三
が
い
る
。
本
書
特
集
「
鈴

木
棠
三
」
を
参
照
。

（
５
）	

太
田
の
昔
話
は
す
べ
て
祖
母
か
ら
の
伝
承
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
情

が
柳
田
に
伝
わ
れ
ば
、
あ
る
い
は
ア
チ
ッ
ク
か
ら
『
羽
後
角
館

昔
話
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
詳
細
は
「
編

者
ノ
ー
ト
」［
太
田
一
九
七
五
］
参
照
。『
武
藤
鉄
城
研
究
』（
稲

一
九
九
三
）
三
〇
頁
の
図
に
よ
る
と
こ
の
草
稿
は
紛
失
の
憂
き
目

に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
本
文
中
に
詳
し
い
記
載
が
な
い
た
め
詳
細

は
わ
か
ら
な
い
。

（
６
）	「
昔
話
の
終
り
」［
武
藤
一
九
四
一
ａ
］
稿
末
に
「
編
者
曰
、
右

は
武
藤
氏
が
採
集
せ
ら
れ
た
、
羽
後
角
館
地
方
昔
話
集
（
未
刊
）

百
九
十
一
話
の
内
か
ら
そ
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
部
分
だ
け
こ
こ
へ
転

載
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。『
全
国
昔
話
資
料
集
成

12　

角
館
昔
話
集
』［
武
藤
一
九
七
五
］
は
こ
の
数
話
を
旧
に
復
す

る
形
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）	

昔
話
の
採
集
に
お
い
て
「
声
」
を
と
ら
え
、
記
す
技
術
を
精
緻
な

も
の
と
す
る
試
み
と
し
て
、
昔
話
採
集
に
速
記
術
を
用
い
た
岩
倉

市
郎
や
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
用
い
た
昔
話
採
集
を
行
っ
た
丸

山
久
子
ら
の
実
践
が
あ
る
。
本
書
特
集
「
岩
倉
市
郎
」「
丸
山
久
子
」

を
参
照
。
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〈声〉の採集者列伝・武藤鉄城

引
用
・
参
考
文
献

稲
雄
次
『
武
藤
鉄
城
研
究
』　

一
九
九
三　

無
明
舎
出
版

太
田
雄
治
「
編
者
ノ
ー
ト
」『
全
国
昔
話
資
料
集
成
12　

角
館
昔
話
集
』

一
九
七
五　

岩
崎
美
術
社

佐
々
木
喜
善
『
聴
耳
草
紙
』　

一
九
三
一　

三
元
社

関
敬
吾
ほ
か
『
日
本
昔
話
大
成
』　

一
九
七
八
～
一
九
八
〇　

角
川
書
店

高
橋
文
太
郎
『
秋
田
マ
タ
ギ
資
料
』　

一
九
三
七　

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ

ア
ム

冨
木
耐
一
「
解
説
」『
武
藤
鉄
城
著
作
集
Ⅰ　

鳥
・
木
の
民
俗
』　

一
九
八
四　

秋
田
文
化
出
版
社

富
木
友
治
「
物
故
者
紹
介　

武
藤
鉄
城
」『
日
本
民
俗
学
大
系
』
５　

一
九
六
二　

平
凡
社

野
村
純
一
「
解
説
」　
『
全
国
昔
話
資
料
集
成
12　

角
館
昔
話
集
』　

一
九
七
五　

岩
崎
美
術
社

野
村
純
一
『
柳
田
國
男
未
採
択
昔
話
聚
稿
』　

二
〇
〇
二　

瑞
木
書
房

武
藤
鉄
城
『
羽
後
角
館
地
方
に
於
け
る
鳥
獣
草
木
の
民
俗
学
的
資
料
』　

一
九
三
五　

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム

武
藤
鉄
城
『
秋
田
郡
邑
魚
譚
』　

一
九
四
〇　

ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム

武
藤
鉄
城
「
昔
話
の
終
り
」『
旅
と
伝
説
』
一
四
―
一　

一
九
四
一
ａ　

三
元
社

武
藤
鉄
城
「
羽
後
角
館
地
方
昔
話
集
」（
一
）（
二
）『
旅
と
伝
説
』
一
四

―
五
、六　

一
九
四
一
ｂ　

三
元
社

武
藤
鉄
城
『
秋
田
マ
タ
ギ
聞
書
』　

一
九
六
九　

慶
友
社

武
藤
鉄
城
『
全
国
昔
話
資
料
集
成
12　

角
館
昔
話
集
』　

一
九
七
五　

岩

崎
美
術
社

武
藤
鉄
城
『
武
藤
鉄
城
著
作
集
Ⅰ　

鳥
・
木
の
民
俗
』　

一
九
八
四　

秋

田
文
化
出
版
社

柳
田
國
男
『
日
本
昔
話
名
彙
』　

一
九
四
八　

日
本
放
送
協
会

（
い
い
く
ら
・
よ
し
ゆ
き
／
國
學
院
大
學
大
学
院
特
別
研
究
生
）


